
2000年 8月 11日現在

ページ 行等 誤 正

小委員会委員構成 宇治公隆（大成建設（株）技術研究所） 宇治公隆（東京都立大学）
（部会も含む 3箇所）

目次のページ（4） 5.4.3　アラミド繊維シートで補強された

部材の設計じん性率の算

5.4.3　アラミド繊維シートで補強された

部材の設計じん性率の算定

39 上から 10行目 Clim：鋼材発生腐食限界塩化物イオン濃

度．

Clim：鋼材腐食発生限界塩化物イオン濃

度．

62 下から 4行目 最大引張強度 引張強度

71 下から 2行目 最大引張強度 引張強度

78 上から 3行目 および載荷速度 （削除）

〃 上から 6行目 目付け量， （削除）

81 上から 13行目 7.3について 7.4について

86 上から 2行目 7. 測定結果の処理 試験結果の整理

〃 下から 3行目 最大付着強度 付着強度

〃 下から 2行目 破壊の状態 破壊形態

91 下から 3行目 最大接着強度 接着強度

101 下から 14行目 最大引張強度 引張強度

〃 下から 3行目 最大引張強度 引張強度

104 下から 3行目 最大引張強度 引張強度

105 下から 3行目 最大引張強度 引張強度

110 下から 9行目 最大引張強度 引張強度

111 上から 3行目 最大引張強度 引張強度

136 下から 11行目 破壊に関する安全度 破壊に関する安全性

〃 下から 1行目 破壊に関する安全度 破壊に関する安全性

137 図 4.2.1，タイトル 段落し部照査位置 段落し部曲げ耐力照査位置

182 上から 17行目，式中 (fcfuk/γmcf) (fcfuk/γmcf )

〃 上から 18行目，式中 (fcfuk/γmcf) (fcfuk/γmcf )

〃 表 7.3.1，4行目 0.2807 0.2807mm

190 図 1.1.1，柱配筋図中 7@71.4=5 000 7@71.4=500

〃 下から 3行目 機密性 気密性

194 上から 2行目 水平震動 水平震度

195 上から 12行目 図 4.1.1 図 4.2.1

218 上から 8行目 Clim：鋼材発生腐食限界塩化物イオン濃

度で，

Clim：鋼材腐食発生限界塩化物イオン濃

度で，

〃 上から 11行目，式中 0.1× 57 0.1× 63.5

〃 上から 15行目 70 − 13 = 57（mm） 70 − 13/2 = 63.5（mm）

〃 上から 21行目，式中 4.5(W/C)2 4.5(W/C)2

300 上から 9行目 Gf = · · ·
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〃 上から 18行目 Gf =
2GfEf

tf
Gf =

P 2
max

8b2Ef tf
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【表3】

上から7行目
繊維厚み(mm)　0.387 繊維厚み(mm)　0.378
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